
京セラ知的財産部門における生成AI活用の現状と展望

1. 生成AI導入の背景とDX推進体制

京セラでは全社的なDX（デジタルトランスフォーメーション）推進の一環として、生成AI（Generative  AI）
の社内活用に乗り出しています。2022年末のChatGPT公開以降、生成AIのビジネス活用が急速に拡大してお
り、京セラも情報漏洩対策のため社内閉域環境に生成AIを構築し、利用ガイドラインを策定しています 。
まずは総務・法務など管理部門で試行導入し、業務効率化の効果を検証した上で、営業・製造部門へ展開す
る方針です 。知的財産部門もこの管理部門に含まれ、データ漏洩や法的リスクに配慮しつつ生成AI活用が
模索されています。

京セラ知的財産部門は、従来より知財戦略推進部を中心に事業戦略と連携した知財活動を重視してきました
。この戦略的知財体制の下、DX推進部門や社内IT部門とも協力して、知財業務のデジタル化・効率化に

取り組んでいます。生成AIの導入も、こうした知財DXの流れに位置づけられ、社内のAI倫理原則の遵守や専
門人材の参画（日立製作所ではジェネレーティブAIセンターに知財専門家も参画 ）など、組織横断の体制
で推進されています。

日本企業全体でも、生成AIの社内展開は急速に広がる傾向にあります。例えばパナソニックは社内向けAIアシ
スタント「PX-GPT」を約9万人の全従業員に提供し、Azure  OpenAI上で安全に活用しています 。日立製
作所も法務・知財担当を含む専門組織を新設し、社内業務への生成AI適用と顧客向けサービスを開始しまし
た 。京セラもこうした先行企業に倣い、全社共通基盤として生成AI環境を整備して知財部門を含む各部門
に展開しつつあります。

2. 各業務領域での生成AI活用事例

特許出願・権利化業務での活用

特許の出願明細書やクレーム（請求項）作成といった文書作成業務で、生成AIがドラフト（下書き）の自動
生成支援に活用されています。具体的には以下のような事例があります：

明細書・請求項の自動生成: 発明の技術的なポイントを入力すると、ChatGPTのような生成AIが明細書
のドラフトやクレーム案を生成します。国内では、例えばユアサイド（特許業務法人ユアサハラ法律
特許事務所）の開発した「ユアサポAI」がこの用途に使われており、過去の出願書類データを学習さ
せて“自分が書いたような”文体の特許明細書を自動作成できます 。Wordアドインとして提供さ
れ、既存のワークフローに組み込みやすく、初稿作成時間を約半分に短縮する効果が報告されていま
す 。実際、国際法律事務所Ashurstの調査（2024年6月）では、生成AI活用により特許など法律文
書の初稿作成時間が平均45％短縮され、一部業務では最大80％の時間削減が確認されています 。

特許文書作成支援ツールの導入: 京セラと同業界の企業でも、特許出願書類作成に生成AIを組み込んだ
ツール導入が進んでいます。例えば知財系スタートアップのAI  Samurai社は、生成AIと特許ランドス
ケープ分析機能を組み合わせて誰でも簡単に特許出願資料を作成できる「AI Samurai ONE」を提供し
ています 。このシステムでは、類似技術文献を参照しながら明細書ドラフトを約3分で自動生成で
きるとされ、出願前の調査や草案作成を劇的に効率化します 。またトヨタテクニカルディベロッ
プメント（TTDC）は2024年10月、知財業務支援ツール「swimy」をリリースしました 。その中
の「swimy  innovation」機能では、発明提案書の内容から明細書ドラフトを自動生成し、明細書作
成時間を短縮するとともに、より戦略的な明細書検討に時間を充てられるようにしています 。こ
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れらのツール導入により、京セラ知財部門でも特許出願書類の作成効率と品質が向上することが期待
できます。

機械翻訳・多言語サポート: 京セラはグローバルに事業展開しているため、特許明細書の英訳・和訳に
もAIが活用されています。近年の高精度なニューラル機械翻訳（NMT）や生成AIモデルを用いること
で、日本語特許明細書を英語に迅速に翻訳したり、その逆を行ったりできます。例えばTTDCの
「swimyLandScape」では言語を問わず特許文献を翻訳・要約抽出でき、内容把握の時間を大幅短縮
しています 。京セラ知財部門でも、海外特許出願時のドラフト英訳や、外国特許文献の日本語要
約作成に生成AI翻訳を組み合わせ、グローバルな特許権利化業務を効率化しています。

先行技術調査（特許・文献調査）での活用

特許出願前の先行技術調査や技術動向調査の分野でも、生成AIが強力なアシスタントとなりつつあります。従
来、調査担当者がキーワード抽出や検索式の工夫、膨大な特許文献の読み込みに多大な工数を割いていまし
たが、生成AIにより調査プロセスの新たなパラダイムが形成されつつあります 。具体的な活用例は以下の
通りです：

検索クエリ・要約の自動生成:  ChatGPT等に技術内容を説明すると、関連しそうなキーワードや分類
を抽出して検索クエリを提案させることができます 。例えば、Japio（日本特許情報機構）の報告
ではChatGPTに特許文献の要旨やキーワード作成をさせて調査を効率化する手法が紹介されています

。人間が一からキーワードを考えるよりも網羅的で、見落としの少ない検索式の構築に寄与しま
す。また、生成AIが特許公報のサマリー（要約）を自動生成することで、一件ずつ全文を読むことな
く内容把握が可能になります。元花王株式会社知財部の安藤氏も「ChatGPTに代表される生成系AIの
導入により、必要情報の抽出作業が劇的に効率化されつつある」と指摘しています 。

調査戦略の立案支援: 経験の浅い調査担当者でも、生成AIを使うことで一定水準の調査戦略を立てられ
る事例があります。実際に特許検索のエキスパートである弁理士が、ChatGPTに調査手順の設計を相
談したところ、関連特許を系統立ててリストアップし、5ステップの検索プロセスとレビュー手順の
提案を得ることができました 。熟練者から見れば不十分な点もあるものの、「特許調査未経験者
がこのレベルのサーチを行える」のは驚くべきことであり、補助ツールとして非常に有効と評価され
ています 。

大量文献の分類・クラスター化:  生成AIと機械学習技術により、何万件もの特許・論文を自動分類した
り技術クラスターにグルーピングしたりできます。例えば前述のswimyLandScapeでは、生成AIで自
動分類タグ付けや要約生成を行い、膨大な調査結果を構造化する機能があります 。このおかげ
で、担当者は重要な文献グループに絞って内容を把握でき、調査に費やす時間を大幅に削減できます

。京セラも社内の特許データベースと生成AIを連携させることで、社内発明と先行特許の照合や
注目技術の俯瞰を高速化していると考えられます。

なお、先行技術調査で生成AIを活用する際は、幻覚（Hallucination）による誤回答に注意が必要です。生成
AIが示した関連特許情報は必ず実際の特許データベースで検証し、人間の専門家が内容を精査するプロセス
が欠かせません。しかし全体としては、情報収集・要約の初期フェーズにAIを使うことで「調査にかかる時間
が10分の1になる」といった報告例もあり（類似分野のAI活用事例より）、知財調査業務の効率と網羅性が飛
躍的に向上しています。

特許クリアランス（侵害予防調査）での活用

自社製品・技術が他社の特許権を侵害していないか確認する特許クリアランス（FTO調査）の分野でも、生
成AIが補助的に使われ始めています。この業務は先行技術調査の一種ですが、ゴールが「特定の製品に関連し
て危険な特許を洗い出す」点で特徴があります。生成AIの活用例として、ChatGPTに自社製品アイデアを説
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https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000070679.html#:~:text=swimyLandScape%E3%81%AF%E3%80%81%E5%BE%93%E6%9D%A5%E3%81%AEswimy%E3%81%AE%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%81%A7%E3%81%82%E3%82%8B%E3%80%81%E6%8A%80%E8%A1%93%E5%8B%95%E5%90%91%E3%82%84%E7%89%B9%E8%A8%B1%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%81%A8%E3%81%84%E3%81%A3%E3%81%9F%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%82%92%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%83%89%E4%B8%8A%E3%81%A7%E4%BF%9D%E7%AE%A1%E3%81%8C%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%81%A8%E3%82%82%E3%81%AB%E3%80%81%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%81%AE%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%95%E5%8C%96%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%82%A2%20%E3%83%AB%E5%8C%96%E3%81%8A%E3%82%88%E3%81%B3%E5%85%B1%E6%9C%89%E3%83%BB%E9%96%B2%E8%A6%A7%E3%83%84%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%81%AB%E5%8A%A0%E3%81%88%E3%80%81%E6%96%B0%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E7%94%9F%E6%88%90AI%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97%E3%80%81%E8%87%AA%E5%8B%95%E5%88%86%E9%A1%9E%E4%BB%98%E4%B8%8E%E3%82%84%E8%A6%81%E7%B4%84%E3%83%BB%E7%BF%BB%E8%A8%B3%E3%80%81%E5%8B%95%E5%90%91%E8%A7%A3%E6%9E%90%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%82%92%E8%A1%8C%E3%81%86%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%8C%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82%E5%8A%A0%E3%81%88%E3%81%A6%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%E5%8C%96%E3%81%AE%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E7%AF%84%E5%9B%B2%E3%82%82%E5%BA%83%E3%81%8C%E3%81%A3
https://www.japio.or.jp/00yearbook/files/2024book/24_4_04.pdf#:~:text=%E8%BF%91%E5%B9%B4%E3%80%81%E4%BA%BA%E5%B7%A5%E7%9F%A5%E8%83%BD%EF%BC%88AI%EF%BC%89%E3%81%AE%E6%8A%80%E8%A1%93%E9%80%B2%E6%AD%A9%E3%81%AB%E4%BC%B4%E3%81%84%E3%80%81%E3%81%95%E3%81%BE%E3%81%96%E3%81%BE%E3%81%AA%20%E5%88%86%E9%87%8E%E3%81%A7%E3%81%AE%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%8C%E5%8A%A0%E9%80%9F%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E3%80%82%E7%89%B9%E8%A8%B1%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%84%E3%81%A6%E3%82%82%E4%BE%8B%E5%A4%96%20%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%81%AA%E3%81%8F%E3%80%81%E7%89%B9%E3%81%AB%20ChatGPT1%EF%BC%89%E3%81%AB%E4%BB%A3%E8%A1%A8%E3%81%95%E3%82%8C%E3%82%8B%E7%94%9F%E6%88%90%E7%B3%BB%20AI,%E5%8F%AF%E8%83%BD%E6%80%A7%E3%81%8C%E7%A4%BA%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E3%80%82%E6%9C%AC%E8%AB%96%E6%96%87%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%80%81AI%20%E3%82%92%E7%94%A8%E3%81%84%E3%81%9F%E5%8A%B9%E7%8E%87%20%E7%9A%84%E3%81%AA%E7%89%B9%E8%A8%B1%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E6%96%B9%E6%B3%95%E3%81%AB%E7%84%A6%E7%82%B9%E3%82%92%E5%BD%93%E3%81%A6%E3%80%81%E7%94%9F%E6%88%90%E7%B3%BB%20AI%20%E3%81%AE%E7%89%B9%E8%A8%B1%E6%83%85%E5%A0%B1
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https://www.japio.or.jp/00yearbook/files/2024book/24_4_04.pdf#:~:text=%5BPDF%5D%20AI%E3%82%92%E7%94%A8%E3%81%84%E3%81%9F%E5%8A%B9%E7%8E%87%E7%9A%84%E3%81%AA%E7%89%B9%E8%A8%B1%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E6%96%B9%E6%B3%95%20,ChatGPT%E3%82%92%E4%BD%BF%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E7%89%B9%E8%A8%B1%E6%96%87%E6%9B%B8%E3%81%8B%E3%82%89%E7%94%9F%E6%88%90%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%8C%E8%A6%81%E6%97%A8%E3%80%8D%E3%81%A8%E3%80%8C%E3%82%AD%E3%83%BC%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%89%E3%80%8D%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97
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明し、関連しそうな既存特許を列挙させるといった手法があります。ある弁理士は試験的にChatGPTを用い
てスマホ注文システムの侵害予防調査を行い、関連する主要特許や出願人、技術的特徴のリストアップに成
功しました 。さらにその結果に基づき、「迂闊に使うと抵触リスクの高いキーワード」とその回避策（技
術的差別化案）までAIが指摘するという興味深い出力も得られています 。例えば「〇〇という特許キー
ワードを安易に謳うと危険なので、△△方式など技術的に差別化して回避せよ」という具合です 。

このように生成AIは、人間の見落としがちな観点も含めて網羅的に既存特許との類似点を洗い出し、侵害リ
スクのヒントを提示してくれます。ただし、クリアランス調査も極めて重要なリーガル判断を伴うため、未
公開の製品情報をそのまま外部AIに入力しないなど情報管理の徹底が必要です 。京セラでは社内閉域のAI
環境下でこの種の分析を行い、機密保持に配慮しているものと思われます。最終的な侵害リスクの有無の判
断は知財部門のエキスパートが行うものの、生成AIの助言により調査漏れを減らし、検討に要する時間を短
縮する効果が期待できます。

SDI（選択型情報提供）での活用

SDIとは、自社の関心技術に関する最新の特許公開や学術文献を定期的に収集・提供する仕組みです。京セラ
知財部門でも、自社事業に関連する特許の公開動向をウォッチするため、SDIサービスや特許情報データベー
スを活用しています。生成AIはこのSDI業務にも応用可能で、大量の新着特許情報を自動整理・要約してくれ
るアシスタントとして機能します。

具体的には、定期的に取得する膨大な特許公報のリストに対し、生成AIが技術分野ごとに自動分類タグを付
与し、各公報の要旨を短く要約することが可能です。前述のswimyLandScapeがまさにそれで、クラウド上
に蓄積した特許調査結果に対し、生成AIで自動分類・要約・翻訳を行い、グラフ表示までできると報じられ
ています 。このような機能を使えば、SDIで毎週送られてくる数百件の特許情報も重要度や技術テーマご
とに仕分けられ、担当者は必要なものだけ詳細を読めば良いようになります。結果として、最新情報の
キャッチアップにかかる手間を大幅に削減でき、見落とし防止にも繋がります。

京セラでも、生成AIを組み込んだSDI体制を構築することで、各技術部門にタイムリーかつ要点を押さえた特
許情報提供（Selective  Dissemination）が可能になるでしょう。例えば、新規公開特許をAIがスコアリング
して重要度順に提示したり、過去のSDIデータを学習したAIが「注目すべき競合出願」のみをハイライトした
りすることも考えられます。これにより、知財担当者の分析負荷を軽減しつつ、重要情報の見逃しリスクを低
減できます。

契約書レビュー業務での活用

知的財産部門では、他社とのライセンス契約や秘密保持契約(NDA)の審査・交渉も重要な業務です。契約書レ
ビューの場面でも生成AIや法律特化AIツールが導入され始めています。従来、契約書中のリスク条項の洗い出
しや漏れチェックは法務・知財担当者が一つひとつ読んで確認していましたが、AIにより定型的なチェック作
業の大半が自動化可能です 。

近年登場したAI契約書レビューサービスでは、契約書ファイルをアップロードするだけで、AIが不利な条文
の発見、必須条項の欠落チェックなどを自動で行ってくれます 。例えばLegalForceやLawFlowといった
代表的ツールでは、契約類型（売買契約、ライセンス契約など）に応じて最適化されたチェック機能を搭載
し、リスクのある条項ハイライトや修正案の自動提示、社内共有の容易化などにより業務効率を高めます

。京セラ知財部門でも、秘密保持契約のチェックやライセンス契約書のドラフトレビューにこれらAIツー
ルを試験導入している可能性があります。

生成AI（例えばChatGPT）そのものを用いて契約書レビューを行う例も報告されています。ChatGPTに契約
書本文を読み込ませ、「この契約書の問題点を指摘せよ」「当社に不利な条項はどれか」といったプロンプ
トを与えると、条項ごとのリスク分析や改善提案を生成するといった使い方です 。もっとも、契約内容を
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そのまま外部の生成AIに入力することは機密情報漏洩のリスクがありますので、京セラでは社内専用の生成
AI環境でこれを行ったり、あるいは信頼性の高い市販クラウドサービス（Azure  OpenAI等）を利用してセ
キュアに実現していると考えられます。

契約書レビューへのAI活用により得られる効果は、レビュー作業の大幅な時間短縮とヒューマンエラー（見
落とし）の削減です 。多忙な法務・知財担当者でも、AIの下読み結果を確認・判断する形にすれば、本来
注力すべき重要交渉や法的検討に時間を振り向けられます 。もっとも、「AIの指摘をどこまで信頼で
きるか」「誤判断時の責任所在」といった課題も指摘されています 。京セラでもガイドライン整備に
よって、最終判断は必ず人間が行うことやAI出力の二重チェックなど、リスクに配慮した運用を行っていると
思われます。

発明発掘（社内発明の創出支援）での活用

「発明発掘」とは、社内の研究開発成果や技術アイデアの中から特許出願すべき発明を掘り起こす活動です。
京セラの知財部門も各事業部の開発担当者と協力し、発明提案の奨励やアイデア相談を受け付けています。
生成AIはこのプロセスにも革新をもたらそうとしています。

一つはアイデア創出のブレスト支援です。生成AIは膨大な知識に基づいてアイデアを提案する能力に優れてお
り、発明者がある技術課題を入力すると関連する解決策の方向性や他分野の技術ヒントを提示してくれます

。例えば「〇〇な機能を実現する新しい方法は？」とChatGPTに尋ねると、いくつかのアプローチ案が
返ってくるため、発明者との「壁打ち」相手として活用できます 。発明者はそれら提案を足掛かりに着想
を深めたり、従来気づかなかった異分野の技術を組み合わせたアイデアを得たりすることができます。

もう一つは発明提案書の自動作成支援です。通常、開発者が発明提案書（発明の名称、課題、解決手段等を
記載した社内文書）を書き、それを知財部門が精査しますが、生成AIでこの作業を簡易化できます。TTDCの
swimy innovationでは、開発者がアイデア概要を入力するだけで決まったフォーマットの発明提案書を自動
生成し、さらにその内容から検索式案の提示や関連する従来特許文献の抽出まで行う機能があります 。
これにより開発部員の知財工数を大幅に削減できるとされています 。京セラも社内ハッカソンなどで、似
たような発明提案書ジェネレーターを試したり、生成AIで書かれた提案書の精度検証を行っている可能性が
あります。将来的には発明提案のフォーマットにAIが直接アクセスし、過去の特許データベースと照合して
「特許になりそうか」「類似がないか」を瞬時に評価することも考えられます。

発明発掘への生成AI活用はまだ新しい領域ですが、アイデア創出のスピード向上や提案書品質の均一化と
いったメリットが期待されます。一方で、AIが自動生成したアイデアの権利帰属や、AI提案をそのまま特許出
願した場合の真の発明者は誰か、といった知財法上の論点も国際的に議論が始まっています。京セラ知財部門
としても、これらの動向を注視しつつ、「人間の創造性＋AIの補助」による最適な発明創出プロセスを模索し
ていくと考えられます。

IPランドスケープ分析での活用

IPランドスケープとは、特許情報や技術・市場情報を解析して自社の事業戦略に役立つ知見を得ることです。
京セラでは先進材料、電子デバイス、通信機器など幅広い事業分野を持つため、各分野での特許網羅状況や
競合の出願動向を把握するランドスケープ分析が重要です。生成AIはこの分析業務にも変革をもたらしていま
す。

生成AIの強みは大量の特許データを短時間で要約・俯瞰できることです。たとえば、ある技術テーマについて
関連する特許を数百件集めた場合でも、生成AIが自動で技術的なカテゴリーに分類し、各カテゴリーの代表
的な発明内容を自然文で要約してくれます 。前述のswimyLandScapeは、クラウド上に保存した調査
データをグラフ化などで可視化・共有する従来機能に加え、生成AIによる自動分類付与・要約・翻訳・動向
解析を新たに搭載しました 。これにより、特定技術テーマの全体像、成長領域、主要プレイヤーの開発シ
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ナリオを迅速に描き出すことができます 。従来ならアナリストが数週間かけて行っていた特許動向分析
が、AIの助けで数日～数時間で可能になるイメージです。

京セラ知財部門でも、例えばファインセラミック材料や5G通信技術といった注力分野ごとに、生成AIを使っ
て特許ポートフォリオと市場情報を解析し、レポートや可視化資料を作成する取り組みが考えられます。実
際、生成AIはレポート執筆支援にも有用であり、特許分析結果を与えると「該当技術分野の特許動向まと
め」のような文章を自動で生成することも可能です。これを叩き台として知財戦略担当者が加筆修正し、経
営層向けの提言資料に仕上げるといった使い方も増えていくでしょう。

ただ、ランドスケープ分析はデータソースの信頼性や分析ロジックの透明性が重要です。ブラックボックスな
AI解析だけに頼るのではなく、AIの示した傾向を人間が妥当性検証するプロセスが欠かせません。京セラで
は既に使っている市場・特許分析ツール（例：SPEEDA  R&DやPatRadar等）に生成AI機能を追加する形で、
人間とAIの協働による高度なIPランドスケープを実現していくと考えられます。

知財戦略策定・実行での活用

上記の各種分析結果や出願・調査業務の効率化は、最終的には知財戦略の質とスピードに寄与します。京セ
ラでは知財戦略推進部が事業部門と連携して知財戦略を立案・実行しています が、そのプロセスにも生成
AIがサポート役として入り込んでいます。

戦略立案のインサイト提供: 例えば、生成AIに自社と主要競合の特許出願データを学習させ、「今後注
力すべき技術領域は？」と質問すれば、競合の動きや技術成熟度に基づいた戦略的示唆が得られる可
能性があります。実際には人間の洞察力も必要ですが、AIが大量データから見落としがちなトレンド
を指摘してくれることで、検討材料が広がります。

戦略文書のドラフト生成: 知財戦略書や知財パートの経営報告書などを作成する際、生成AIはドラフト
文章や図表説明文を生成してくれるため、ゼロから書く手間を削減できます。例えば「当社の特許出
願件数の推移と競合比較を説明する文章を作って」とプロンプトすれば、公表データをもとにした記
述をアウトプットできます。もちろん最終的な表現調整や機微な判断部分は人が書き直す必要があり
ますが、定型的な部分はAIに任せて戦略そのものの検討に時間を割くことが可能です。

シナリオプランニング:  将来予測やシナリオ分析にもAIが活用され始めています。例えば、ある技術分
野で「もし主要競合X社が特許攻勢をかけてきたら」「新規参入者が現れたら」等のシナリオを立
て、その場合の当社の知財戦略オプションをAIに列挙させる試みも考えられます。複数の要因を組み
合わせたシミュレーションは人間には骨が折れますが、AIなら蓄積知識をもとに瞬時にアイデア出し
を行えます。それを叩き台に戦略担当者が評価・取捨選択することで、抜けの少ない戦略策定につな
がります。

このように、生成AIは知財戦略の策定プロセスそのものを加速・高度化しうるツールです。ただし、戦略決定
は最終的に経営判断であり、人間の洞察やリスク評価が不可欠です。AIの提案はあくまで参考情報として、知
財部門がその妥当性・実現性を吟味する役割は変わりません。京セラでも、AIを「第二の意見」として活用
しつつ、知財専門家の経験と勘を組み合わせたハイブリッドな戦略立案を行っていると考えられます。

3. グローバル展開における活用状況

京セラの知財部門は日本のみならず、米国や欧州、アジア各地での現地法人・拠点と協働してグローバルな
知財活動を行っています。生成AI活用の動きもグローバルで共有・展開されつつあります。

まず、日本本社で構築した社内閉域の生成AI環境や利用ガイドラインは全世界の京セラ従業員に適用される
とみられます。各国拠点の知財担当者も社内VPN等を通じてこの環境にアクセスし、同様のAIツールを使って
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業務効率化を図っているでしょう。言語の壁も、前述のとおり生成AIの翻訳・要約機能で低くなりつつあるた
め、多国籍チームで共通のAIアシスタントを利用することが可能です。

また、米欧の知財実務でも生成AIの活用が進んでいます。米国の法律事務所では、特許クレームのドラフティ
ング支援にGPT-4を使う試みや、先行技術リサーチメモの作成にAIを活用するといった事例が増えてきていま
す 。実際、「ChatGPTに発明の説明を書かせて仮出願したらUSPTOに受理された」という個人の体
験談まで報告されています 。欧州でも、大手特許事務所がAIによる先行調査サービスを打ち出すなど動き
があります。こうした世界的潮流の中で、京セラの海外知財担当者も現地の弁護士・特許代理人と協力しつつ
AIを活用している可能性が高いです。例えば、米国特許出願を担当する現地スタッフがドラフト作成に社内AI
を使い、日本の発明者とオンラインで共有しながらブラッシュアップするといった協業も考えられます。

競合他社のグローバル知財動向という点では、IBMやマイクロソフトなどIT系企業は以前からAIを知財分析に
利用してきましたし、近年はシーメンスやサムスンなど製造業大手も社内にAI研究チームを持ち、知財データ
の分析・活用に取り組んでいます。日本企業では前述の日立が2023年に社内業務への生成AI解禁を打ち出
し、トヨタもTTDCによるAIツール開発で追随しています。京セラもグローバルで見れば「先進的な取り組み
をする企業グループの一員」と言え、米欧含めた知財コミュニティでの情報交換を通じて最新のAI活用知見を
取り入れていることでしょう。

もっとも各国には法規制や文化の違いもあります。欧州ではGDPR等データ規制が厳しく、社外AIサービス利
用に慎重な企業も多いです。一方米国ではイノベーション重視で社内実験的導入に積極的な傾向があります。
京セラは日本発の企業として、まず本社主導でポリシーを定めつつ、現地法にも従って各リージョンで適切
なAI活用を進めているはずです。具体的には、「機密データは社内AIのみ使用」「オープンAI利用時は個人情
報入力禁止」などガイドラインを設け 、違反が無いよう教育・監督していると思われます。

全体として、生成AIの知財業務活用は国境を越えて広がる不可避の潮流です。京セラ知財部門も国内外のメン
バーが一体となってAIを使いこなし、グローバル水準での知財力強化に努めていると言えるでしょう。

4. 他社との比較・業界全体の位置付け

京セラにおける生成AI活用状況を、他社や業界全体と比較すると以下のような位置付けになります。

電子・機械メーカー業界内での先進性:  日本の製造業大手では、前述のパナソニック、日立、三菱電
機、トヨタなどが2023年以降積極的に生成AI導入を表明しています 。京セラも2023年頃から
全社DXの一環として生成AI活用を開始しており、同業他社に遅れることなくトレンドに乗っていると
言えます。特に知財部門領域では、TTDC（トヨタグループ）のように専用ツールを独自開発する例も
ありますが 、京セラは既存の社内IT基盤と外部ソリューションを組み合わせて導入している段階
と考えられます。今後、自社独自の知財AIツール開発に乗り出す可能性もありますが、現時点では社
内ガイドラインを整えつつ汎用AIサービスを活用するアプローチでしょう 。

知財業務全領域カバーの取り組み度:  他社の事例を見ると、特定の業務に絞ってAI導入するケースと、
知財業務全般を網羅するAIプラットフォームを目指すケースがあります。京セラは幅広い知財業務
（特許・契約・戦略など）を内製で抱えるため、各領域ごとに段階的にAI活用を進めているとみられ
ます。一方トヨタのTTDC「swimy」は発明創出から権利化、中間対応、技術動向分析までワンストッ
プで生成AI支援するツールで 、かなり包括的です。京セラが同様の包括的システムを持っている
情報はありませんが、市販の各種AIサービスを組み合わせて結果的に全領域をカバーする形になって
いる可能性があります。例えば、特許調査には商用データベース＋ChatGPT、契約レビューには
LegalForce、社内発明支援には自社開発の簡易ツール、といった具合です。業界全体でも、自前でフ
ルスタックの知財AIプラットフォームを構築できる企業は限られるため、多くは京セラ同様既存サー
ビスを活用しながら足りない部分を補完的に開発している状況です。
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https://www.jdsupra.com/legalnews/can-chatgpt-draft-patent-applications-7924300/#:~:text=Can%20ChatGPT%20Draft%20Patent%20Applications%3F,components%20of%20a%20patent%20application
https://www.bipc.com/is-chatgpt-a-useful-tool-for-drafting-patent-applications#:~:text=ChatGPT%20explained%20that%20in%20drafting,of%20sources%2C%20including%20text
https://medium.com/@hesh913/how-i-tricked-chat-gpt-into-writing-a-patent-a0029f8a2b48#:~:text=How%20I%20Tricked%20Chat%20GPT,subsequently%20accepted%20by%20the%20USPTO
https://global.kyocera.com/sustainability/digital/index.html#:~:text=Kyocera%20established%20a%20closed%20in,sales%20and%20manufacturing%20division%20operations
https://www.goatman.co.jp/media/chatgpt%E5%B0%8E%E5%85%A5%E4%BA%8B%E4%BE%8B/chatgpt-usecases-japanese-companies/#:~:text=%E3%83%91%E3%83%8A%E3%82%BD%E3%83%8B%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%B9
https://www.goatman.co.jp/media/chatgpt%E5%B0%8E%E5%85%A5%E4%BA%8B%E4%BE%8B/chatgpt-usecases-japanese-companies/#:~:text=%E4%B8%89%E8%8F%B1%E9%9B%BB%E6%A9%9F%E3%82%B0%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%97
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000070679.html#:~:text=%E3%83%88%E3%83%A8%E3%82%BF%E3%83%86%E3%82%AF%E3%83%8B%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%99%E3%83%AD%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83%88%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE%EF%BC%88%E6%9C%AC%E7%A4%BE%EF%BC%9A%E6%84%9B%E7%9F%A5%E7%9C%8C%E8%B1%8A%E7%94%B0%E5%B8%82%E3%80%81%E4%BB%A3%E8%A1%A8%E5%8F%96%E7%B7%A0%E5%BD%B9%E7%A4%BE%E9%95%B7%E5%9F%B7%E8%A1%8C%E5%BD%B9%E5%93%A1%EF%BC%9A%E9%A6%99%E5%B7%9D%20%E4%BD%B3%E4%B9%8B%EF%BC%8F%E4%BB%A5%E4%B8%8B%E3%80%81%E5%BD%93%E7%A4%BE%EF%BC%89%E3%81%AF%E3%80%81%E9%95%B7%E5%B9%B4%E5%9F%B9%E3%81%A3%E3%81%9F%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E6%A5%AD%E5%8B%99%E5%85%A8%E9%A0%98%E5%9F%9F%E3%81%AE%E7%B5%8C%E9%A8%93%E3%82%92%E6%B4%BB%E3%81%8B%E3%81%97%E3%80%81%E7%9F%A5%E8%B2%A1%20%E9%83%A8%E5%93%A1%E3%81%A8%E9%96%8B%E7%99%BA%E9%83%A8%E5%93%A1%E3%81%AE%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%82%8F%E3%82%8B%E6%A5%AD%E5%8B%99%E3%81%AE%E5%8A%B9%E7%8E%87%E5%8C%96%E3%83%BB%E9%AB%98%E5%93%81%E8%B3%AA%E5%8C%96%E3%81%AB%E8%B2%A2%E7%8C%AE%E3%81%99%E3%81%B9%E3%81%8F%E3%80%81%E7%94%9F%E6%88%90AI%E3%82%92%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E6%A5%AD%E5%8B%99%E3%81%AB%E6%9C%80%E9%81%A9%E5%8C%96%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%AE%E3%81%A7%E3%81%8A%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%9B%E3%81%84%E3%81%9F%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://global.kyocera.com/sustainability/digital/index.html#:~:text=Improving%20the%20In,Utilization%20of%20Generative%20AI
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000070679.html#:~:text=%E3%80%96swimy%20innovation%E3%81%AE%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%81%8A%E3%82%88%E3%81%B3%E7%89%B9%E5%BE%B4%E3%80%97


人材育成・体制面の比較: 他社では、生成AI活用推進のために専門部署を設けたり、責任者を任命する
動きもあります。日立製作所のジェネレーティブAIセンターには知財人材も含め多様な専門家が在籍
し、AI研究と社内展開をリードしています 。京セラではそこまで専任組織を作っている情報はな
いものの、知財部門内でDX推進担当や情報調査に明るい人材がキーパーソンとなって牽引しているで
しょう。実際、京セラ知財部には調査分析課があり知財アナリストが在籍しています が、こうし
た人材がAIツールの評価・導入を先導している可能性があります。業界的にも、知財人材にデータサ
イエンスやAIの知見を求める傾向が高まっており、「知財×AI」のスキルセットが各社で重宝され始
めています。

効果のほど:  他社事例との比較:  現時点で各社とも生成AI導入の定量的な成果データは模索中ですが、
いくつか公表情報があります。例えば三菱電機は社内12万人への生成AI展開によって文書作成やプロ
グラミングの効率向上を狙い、2024年度中にはその知見を活かして社外サービス提供も検討としてい
ます 。パナソニックは全社員利用で業務プロセスの進化と新ビジネスアイデア創出を期待すると
述べています 。京セラも同様に、知財部門で調査期間の短縮や明細書作成コスト削減といった成
果が徐々に出てきていると思われます。他社の具体例では、Ashurstの調査に見られるようにドラフト
業務の半減 、TTDCの発表する明細書作成時間の短縮 などが参考になります。京セラがもし将
来的に成果を発表するとすれば、「年間○件の特許調査時間を△％削減」「特許出願の明細書品質向
上により権利化率アップ」などが考えられ、業界標準的な効果は十分見込めるでしょう。

総じて、京セラの生成AI活用度は国内製造業の平均以上であり、先進企業のグループに属すると評価できま
す。他社が進める取り組みと比べても大きな遜色はなく、むしろDX推進意識の高さから着実に体制整備とト
ライアルを重ねている段階と考えられます。今後は他社とのベストプラクティス共有（例えば知財協会のセ
ミナー等で事例紹介）や、必要に応じた外部パートナー（AIベンダー）との連携も進めながら、業界全体の
知見を取り入れていくことになるでしょう。

5. 生成AI活用による効果と成果

生成AIを知財業務に取り入れることで、京セラは様々な業務上のメリットを享受し始めています。主な効果を
まとめると以下の通りです。

業務効率の飛躍的向上: 繰り返しになりますが、最も顕著なのは時間削減効果です。特許明細書の初稿
作成において約50％の時間短縮 、特許調査では必要文献の絞り込みに要する時間を大幅短縮

、契約チェックでもレビュー所要時間の短縮が報告されています。京セラ知財部門でも、属人的
に時間がかかっていた作業がAIで瞬時に片付くケースが増えているはずです。例えば、従来1日かかっ
ていた先行特許のサーチ＆要約作業が数時間で完了する、といった具合です。効率化により知財関連
業務の処理件数増加や迅速な意思決定支援が可能になりました 。

品質・精度の向上:  生成AIは知識ベースが広範であり、人間が見逃す情報にも目を配ります。そのため
調査漏れや契約チェック漏れの減少といった抜け漏れ防止効果があります。また、文章作成では文
体・用語の統一により品質ばらつきを抑えられます 。ユアサポAIのように過去の社内文書スタイ
ルを学習したAIなら、誰が書いても一定品質の明細書が得られるため、全体として特許出願書類の質
が底上げされます 。京セラも多様な事業部の発明を扱う中で、AIにより明細書の統一感・完成度
が上がったという実感が出てきているでしょう。さらに、AIは大量データのパターン解析が得意なた
め、例えば過去の訴訟事例から危険な契約条項パターンを学習し警告するといった高度なリスク検知
も期待できます（既に一部ツールで実装）。

コスト削減: 業務時間短縮はすなわち人件費削減にも繋がります。知財部門では外部の特許事務所や翻
訳会社に支払う費用も多いですが、AI活用で外注依存を減らしコストセーブする動きもあります。例
えば明細書ドラフトをAIが作成し、特許事務所にはブラッシュアップのみ依頼するといった運用にす
れば、請求額を圧縮できます。また、効率化によって残業削減や人員リソースの再配置が可能になれ
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https://www.goatman.co.jp/media/chatgpt%E5%B0%8E%E5%85%A5%E4%BA%8B%E4%BE%8B/chatgpt-usecases-japanese-companies/#:~:text=%E6%97%A5%E7%AB%8B%E8%A3%BD%E4%BD%9C%E6%89%80
https://jp.ub-speeda.com/customers/kyocera/#:~:text=%E3%82%8B%E3%80%8C%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%90%E7%B5%8C%E5%96%B6%E3%80%8D%E3%81%A7%E3%80%81%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%81%8B%E3%82%89%E9%83%A8%E5%93%81%E3%80%81%E3%83%87%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%80%81%E6%A9%9F%E5%99%A8%E3%80%81%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9%E3%82%84%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%81%A8%E5%A4%9A%E5%B2%90%E3%81%AB%E3%82%8F%E3%81%9F%E3%82%8B%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%82%92%E3%82%B0%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%AB%E3%81%AB%E5%B1%95%E9%96%8B%E3%81%99%E3%82%8B%E4%BA%AC%E3%82%BB%E3%83%A9%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE%EF%BC%88%E4%BB%A5%E4%B8%8B%EF%BC%9A%E4%BA%AC%E3%82%BB%E3%83%A9%EF%BC%89%E3%80%82%E4%BA%AC%E3%82%BB%E3%83%A9%E3%81%A7%E3%81%AF20%2015%E5%B9%B4%E3%81%AB%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E7%99%BA%E5%B1%95%E3%81%AB%E8%B2%A2%E7%8C%AE%E3%81%99%E3%82%8B%E6%88%A6%E7%95%A5%E7%9A%84%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E6%B4%BB%E5%8B%95%E3%82%92%E5%AE%9F%E8%B7%B5%E3%81%99%E3%81%B9%E3%81%8F%E3%80%81IP%E6%88%A6%E7%95%A5%E6%8E%A8%E9%80%B2%E9%83%A8%E3%81%8C%E7%AB%8B%E3%81%A1%E4%B8%8A%E3%81%8C%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82%E4%BB%8A%E5%9B%9E%E3%81%AFIP%E6%88%A6%E7%95%A5%E6%8E%A8%E9%80%B2%E9%83%A8%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E5%88%86%E6%9E%90%E8%AA%B2%E8%B2%AC%E4%BB%BB%E8%80%85%2F%E7%9F%A5%E7%9A%84%E8%B2%A1%E7%94%A3%E3%82%A2%E3%83%8A%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E3%81%AE%E5%AF%8C%E5%B1%B1%E6%A7%98%E3%81%AB%E3%80%81%E7%9F%A5%E8%B2%A1%20%E6%88%A6%E7%95%A5%E3%81%A8%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E6%88%A6%E7%95%A5%E3%81%AE%E9%96%A2%E4%BF%82%E3%82%84%E3%82%B9%E3%83%94%E3%83%BC%E3%83%80%E3%81%AE%E6%9E%9C%E3%81%9F%E3%81%99%E5%BD%B9%E5%89%B2%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%82%92%E4%BC%BA%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://www.goatman.co.jp/media/chatgpt%E5%B0%8E%E5%85%A5%E4%BA%8B%E4%BE%8B/chatgpt-usecases-japanese-companies/#:~:text=%E4%B8%89%E8%8F%B1%E9%9B%BB%E6%A9%9F%E3%82%B0%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%97
https://www.goatman.co.jp/media/chatgpt%E5%B0%8E%E5%85%A5%E4%BA%8B%E4%BE%8B/chatgpt-usecases-japanese-companies/#:~:text=%E3%83%91%E3%83%8A%E3%82%BD%E3%83%8B%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%B9
https://yoursup.co.jp/#:~:text=Image%3A%20%E3%83%A6%E3%82%A2%E3%82%B5%E3%83%9DAI%E3%81%AE%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%81%AE%E7%94%BB%E5%83%8F
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000070679.html#:~:text=%E3%83%BB%E7%99%BA%E6%98%8E%E6%8F%90%E6%A1%88%E6%9B%B8%E4%BD%9C%E6%88%90%E6%94%AF%E6%8F%B4%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%80%81%E9%96%8B%E7%99%BA%E9%83%A8%E5%93%A1%E3%81%8C%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%83%87%E3%82%A2%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%82%92%E5%85%A5%E5%8A%9B%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%A0%E3%81%91%E3%81%A7%E3%80%81%E6%B1%BA%E3%81%BE%E3%81%A3%E3%81%9F%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%88%E3%81%AE%E7%99%BA%E6%98%8E%E6%8F%90%E6%A1%88%E6%9B%B8%E3%82%92%E4%BD%9C%E6%88%90%E3%80%81%E6%A4%9C%E7%B4%A2%E5%BC%8F%E6%A1%88%E3%81%AE%E6%8F%90%E7%A4%BA%E3%80%81%E5%BE%93%E6%9D%A5%E7%89%B9%E8%A8%B1%E6%96%87%E7%8C%AE%E6%8A%BD%E5%87%BA%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8A%E9%96%8B%E7%99%BA%E9%83%A8%E5%93%A1%20%E3%81%AE%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E5%B7%A5%E6%95%B0%E3%82%92%E5%89%8A%E6%B8%9B%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://yoursup.co.jp/#:~:text=Image%3A%20%E3%83%A6%E3%82%A2%E3%82%B5%E3%83%9DAI%E3%81%AE%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%81%AE%E7%94%BB%E5%83%8F
https://www.japio.or.jp/00yearbook/files/2024book/24_4_04.pdf#:~:text=%E5%88%86%E9%87%8E%E3%81%A7%E3%81%AE%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%8C%E5%8A%A0%E9%80%9F%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E3%80%82%E7%89%B9%E8%A8%B1%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%84%E3%81%A6%E3%82%82%E4%BE%8B%E5%A4%96%20%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%81%AA%E3%81%8F%E3%80%81%E7%89%B9%E3%81%AB%20ChatGPT1%EF%BC%89%E3%81%AB%E4%BB%A3%E8%A1%A8%E3%81%95%E3%82%8C%E3%82%8B%E7%94%9F%E6%88%90%E7%B3%BB%20AI%20%E3%81%AE,%E3%82%92%E7%94%A8%E3%81%84%E3%81%9F%E5%8A%B9%E7%8E%87%20%E7%9A%84%E3%81%AA%E7%89%B9%E8%A8%B1%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E6%96%B9%E6%B3%95%E3%81%AB%E7%84%A6%E7%82%B9%E3%82%92%E5%BD%93%E3%81%A6%E3%80%81%E7%94%9F%E6%88%90%E7%B3%BB%20AI%20%E3%81%AE%E7%89%B9%E8%A8%B1%E6%83%85%E5%A0%B1%20%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E6%96%B0%E3%81%9F%E3%81%AA%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%81%E3%82%92%E6%8F%90%E6%A1%88%E3%81%97%E3%80%81%E3%81%9D%E3%81%AE%E5%88%A9%E7%82%B9%E3%81%A8%E8%AA%B2
https://www.kcme.jp/news-all/event/20241217-00.html#:~:text=%E3%81%94%E5%A5%BD%E8%A9%95%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%8D10%E6%9C%88%E3%81%A8%E5%90%8C%E6%A7%98%E3%81%AE%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%93%E3%83%8A%E3%83%BC%E3%82%92%E9%96%8B%E5%82%AC%EF%BC%81%20OpenAI%E3%81%8C%E4%BC%9A%E8%A9%B1%E5%9E%8B%E3%81%AE%E8%A8%80%E8%AA%9E%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB%E3%80%8CChatGPT%E3%80%8D%E3%82%92%E5%85%AC%E9%96%8B%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%AE%E3%81%AF2022%E5%B9%B411%E6%9C%88%E3%81%AE%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%A7%E3%81%99%E3%80%82%E3%81%9D%E3%82%8C%E4%BB%A5%E6%9D%A5%E3%80%81%E7%94%9F%E6%88%90AI%E3%81%AF%E3%81%95%E3%81%BE%E3%81%96%E3%81%BE%E3%81%AA%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%8D%E3%82%B9%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%81%A7%E6%80%A5%E9%80%9F%E3%81%AB%E6%99%AE%E5%8F%8A%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%20%E3%80%82%E4%B8%96%E7%95%8C%E7%B5%8C%E6%B8%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%A0%E3%81%AE%E3%83%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81CEO%E3%81%AE40
https://www.kcme.jp/news-all/event/20241217-00.html#:~:text=%E3%80%82%E4%B8%96%E7%95%8C%E7%B5%8C%E6%B8%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%A0%E3%81%AE%E3%83%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81CEO%E3%81%AE40
https://yoursup.co.jp/#:~:text=%E5%93%81%E8%B3%AA%E3%81%AE%E3%81%B0%E3%82%89%E3%81%A4%E3%81%8D
https://yoursup.co.jp/#:~:text=%E3%82%88%E3%81%86%E3%81%AA%E6%96%87%E7%AB%A0%E7%94%9F%E6%88%90


ば、人件費総額の抑制効果もあります。京セラほどの大企業になると即座に人減らしには繋げないか
もしれませんが、増員せずとも業務量増大に対応できるという意味でのコスト回避効果を享受してい
るはずです。

イノベーション促進:  生成AI活用は単なる効率化にとどまらず、新たな発想や戦略の創出にも寄与しま
す。パナソニックが述べるように、社員全員がAIを活用することで新規ビジネスアイデア創出を促進
する効果があります 。知財部門でも、AIが提案した異分野の組み合わせから今までにない発明コ
ンセプトが生まれる可能性がありますし、膨大な特許情報を俯瞰することで自社の技術開発の白地
（ホワイトスペース）を発見できるかもしれません。さらに、戦略立案で様々なシナリオをAIと検討
することで、より創造的で先手を打つ知財戦略が形成される効果もあります。

従業員のスキル向上:  生成AIを使いこなす過程で、知財部員のデジタルリテラシーや分析スキルが向上
する副次的効果もあります。京セラはDX推進の一環で従業員教育にも力を入れており、管理職向けに
DX概念の研修を行うなどしています 。知財部門でもAI活用を通じてデータドリブンな思考法
やAIと協働するスキルが醸成され、部門全体のケイパビリティ強化に繋がっています。AIを使うこと
で逆に自分たちの業務フローを見直す機会にもなり、「なぜこの手順が必要か」「本当に重要な判断
は何か」を再認識することで業務知識の深化が起こっているとの指摘もあります。

以上のように、生成AI活用は京セラ知財部門に効率・品質・コスト・創造性・スキルの面で多面的なプラス
効果をもたらしています。もっとも、定性的な効果が中心であり、定量的なKPIとしては「年間○件の出願件
数増」「審査意見対応の短期化」などこれから測定・実証していく段階でしょう。しかし社内の評価感覚と
しては既に「便利で手放せないツール」となりつつあり、現場からは「もっと使えるAI機能を増やしてほし
い」との要望も出始めているかもしれません。

6. 今後の展開と社内への影響

最後に、今後の生成AI技術の発展と京セラ知財部門への影響について展望します。

技術発展と導入拡大の見通し

生成AI技術は今後も急速に進歩すると予想されます。GPT-4.0からさらに大規模で高性能なGPT-5.0の登場、
あるいは業務特化型の小型AIモデル（社内データで学習したカスタムモデル）の普及が考えられます。京セ
ラも現在は外部のGenerative  AI（例えばOpenAI系）に頼っていますが、将来的には社内の知財文書データを
用いて微調整した専用モデルを持つ可能性があります。そうすれば、より京セラの業務に即した高精度な応
答が得られ、社内知見の継承ツールとしても機能するでしょう。

また、他のIT基盤との統合も進むでしょう。現在は個別に使っている調査ツール・管理システム・AIアシスタ
ントが、将来的には一元的な知財プラットフォーム上でシームレスに連携するかもしれません。例えば、発
明提案システムから出願管理システム、特許管理データベースまでが統合され、その中核に生成AIが位置して
各ステップをナビゲート・自動化する、といった構想です。TTDCの「swimy」はそれに近いビジョンを示し
ています 。

さらに、周辺業務への波及も考えられます。知財部門と関連の深い研究開発部門やマーケティング部門でも、
特許情報や技術トレンド解析に生成AIを使うようになるでしょう。その際、知財部門のAI活用経験が他部門を
リードする形で波及効果を生む可能性があります。京セラは社是として部門間協力を重視する文化（アメー
バ経営）があるため 、知財部門が蓄えたAIノウハウを全社で共有し、「AIネイティブな業務プロセス」へ
全体を底上げしていくことも期待できます。

一方、規制やリスクへの対応も重要です。生成AIに関しては各国で法整備が進み、著作権問題や個人情報保
護、生成物の法的責任などのルールが整備されつつあります。京セラ知財部門は社内で生成AIを活用するだけ
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https://www.goatman.co.jp/media/chatgpt%E5%B0%8E%E5%85%A5%E4%BA%8B%E4%BE%8B/chatgpt-usecases-japanese-companies/#:~:text=%E3%83%91%E3%83%8A%E3%82%BD%E3%83%8B%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%B9
https://global.kyocera.com/sustainability/digital/index.html#:~:text=Human%20Resource%20Development%20by%20Position,and%20Function
https://global.kyocera.com/sustainability/digital/index.html#:~:text=We%20also%20hold%20training%20on,of%20digitalization%20in%20the%20workplace
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000070679.html#:~:text=%E3%81%93%E3%82%8C%E3%81%BE%E3%81%A7%E7%99%BA%E6%98%8E%E3%81%AE%E5%89%B5%E5%87%BA%EF%BD%9E%E6%A8%A9%E5%88%A9%E5%8C%96%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%AE%E5%90%84%E5%B7%A5%E7%A8%8B%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E3%81%AB%E6%99%82%E9%96%93%E3%81%8C%E3%81%8B%E3%81%8B%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%8C%E3%80%81%E7%94%9F%E6%88%90AI%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%9F%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E6%A5%AD%E5%8B%99%E6%94%AF%E6%8F%B4%E3%83%84%E3%83%BC%E3%83%ABswimy%20innovation%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8A%E3%80%81%E9%96%8B%E7%99%BA%E9%83%A8%20%E5%93%A1%E3%82%84%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E9%83%A8%E5%93%A1%E3%81%AE%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E3%82%92%E5%8A%B9%E7%8E%87%E5%8C%96%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%80%81%E3%82%88%E3%82%8A%E9%AB%98%E5%93%81%E8%B3%AA%E5%8C%96%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB%E6%99%82%E9%96%93%E3%82%92%E4%BD%BF%E3%81%86%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%8C%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82%E3%81%BE%E3%81%9F%E9%AB%98%E5%93%81%E8%B3%AA%E5%8C%96%E3%81%AE%E6%89%8B%E5%8A%A9%E3%81%91%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%8F%8E%E9%9B%86%E3%82%84%E6%95%B4%E7%90%86%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%82%92%E3%82%B5%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%8C%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://jp.ub-speeda.com/customers/kyocera/#:~:text=%E3%82%8B%E3%80%8C%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%90%E7%B5%8C%E5%96%B6%E3%80%8D%E3%81%A7%E3%80%81%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%81%8B%E3%82%89%E9%83%A8%E5%93%81%E3%80%81%E3%83%87%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%80%81%E6%A9%9F%E5%99%A8%E3%80%81%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9%E3%82%84%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%81%A8%E5%A4%9A%E5%B2%90%E3%81%AB%E3%82%8F%E3%81%9F%E3%82%8B%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%82%92%E3%82%B0%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%AB%E3%81%AB%E5%B1%95%E9%96%8B%E3%81%99%E3%82%8B%E4%BA%AC%E3%82%BB%E3%83%A9%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE%EF%BC%88%E4%BB%A5%E4%B8%8B%EF%BC%9A%E4%BA%AC%E3%82%BB%E3%83%A9%EF%BC%89%E3%80%82%E4%BA%AC%E3%82%BB%E3%83%A9%E3%81%A7%E3%81%AF20%2015%E5%B9%B4%E3%81%AB%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E7%99%BA%E5%B1%95%E3%81%AB%E8%B2%A2%E7%8C%AE%E3%81%99%E3%82%8B%E6%88%A6%E7%95%A5%E7%9A%84%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E6%B4%BB%E5%8B%95%E3%82%92%E5%AE%9F%E8%B7%B5%E3%81%99%E3%81%B9%E3%81%8F%E3%80%81IP%E6%88%A6%E7%95%A5%E6%8E%A8%E9%80%B2%E9%83%A8%E3%81%8C%E7%AB%8B%E3%81%A1%E4%B8%8A%E3%81%8C%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82%E4%BB%8A%E5%9B%9E%E3%81%AFIP%E6%88%A6%E7%95%A5%E6%8E%A8%E9%80%B2%E9%83%A8%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E5%88%86%E6%9E%90%E8%AA%B2%E8%B2%AC%E4%BB%BB%E8%80%85%2F%E7%9F%A5%E7%9A%84%E8%B2%A1%E7%94%A3%E3%82%A2%E3%83%8A%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E3%81%AE%E5%AF%8C%E5%B1%B1%E6%A7%98%E3%81%AB%E3%80%81%E7%9F%A5%E8%B2%A1%20%E6%88%A6%E7%95%A5%E3%81%A8%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E6%88%A6%E7%95%A5%E3%81%AE%E9%96%A2%E4%BF%82%E3%82%84%E3%82%B9%E3%83%94%E3%83%BC%E3%83%80%E3%81%AE%E6%9E%9C%E3%81%9F%E3%81%99%E5%BD%B9%E5%89%B2%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%82%92%E4%BC%BA%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82


でなく、自社が生成AI技術を開発・提供する側や、逆に第三者のAI生成物を利用する際の契約・権利検討な
どにも関与してくるでしょう。例えば、AIが描いた設計図の発明は特許取得できるのか、競合の生成AIが当社
の特許技術データを学習していないか監視する、といった新たな課題にも直面する可能性があります。知財
部門として、生成AIと知的財産に関わる法的論点（特許要件、データ権利、ライセンス契約上のAI条項など）
について社内ガバナンスを強化していく必要があるでしょう。

業務プロセス・スキル要件・人材育成への影響

生成AIの本格導入が進むと、知財部門の働き方や求められるスキルセットも変化します。

業務プロセスの再設計:  AIができること・できないことを踏まえて、人間とAIの役割分担を最適化した
プロセスに再構築する必要があります。例えば、これまで「発明提案受付→調査→出願書類作成→レ
ビュー」という直線的フローだったものが、最初にAIが調査とドラフトを一括実施し、人がそれを精
査・修正するというフローに変わるかもしれません。期限管理や品質チェックのポイントも変わるた
め、ISO手順書や社内マニュアル類もアップデートが求められます。京セラでは既に一部ワークフ
ローでAIアシスト前提の手順書を作り始めているかもしれません。

知財人材に求められるスキル:  従来は特許法や技術に精通しコツコツ文章を書く能力が重視されまし
たが、今後はそれに加えてAIを使いこなすスキルが必須になります。具体的には、プロンプトエンジ
ニアリング（AIに適切な指示を与える能力）、AIの出力を批判的に評価・編集できるリテラシー、そ
してAIでは代替できない創造的思考・交渉力が相対的に重要になります。京セラでも新人教育やOJT
で、AI活用法のトレーニングを組み込んだり、「AI×知財」分野の人材を中途採用することも考えら
れます。逆に、ルーチン作業しかできない人材はAIに置き換えられてしまうため、部門全員が付加価
値の高い業務にシフトできるよう人材育成計画を立てる必要があります。

人員構成への影響: 業務効率が上がれば、一人当たりの処理案件数が増えます。短期的には業務量増に
対応でき、知財戦略の強化にリソースを振り向けられるポジティブな効果があります。一方、長期的
には定型業務要員の必要数減少も起こりえます。例えば特許調査専門のスタッフを多数抱えていた組
織が、AI導入後は少数精鋭で済むかもしれません。ただ京セラは多角化企業で知財需要も増え続けて
いるため、当面は人員削減より増員抑制の形で現れるでしょう。将来的にもし単純作業ポストが減る
なら、その人たちをより高度な分析や渉外業務にスライドさせ、知財部門全体のレベルアップにつな
げることが重要です。

働き方とモチベーション:  生成AIがルーチンを肩代わりしてくれることで、知財部員は創造的な課題解
決や戦略思考に集中できます。これは知財実務者にとってもやりがい向上につながるでしょう。一
方、「AIに仕事を奪われるのでは」という不安を感じる社員もいるかもしれません。京セラはアメー
バ経営の文化で従業員エンゲージメントを重視しており、AIはあくまで従業員を助けるツールである
ことを十分に社内周知しているはずです 。実際、多くの企業が「AIが人を代替するのではなく、
人がAIを活用してより高度な仕事をする」というメッセージを出しています。知財部門もAIリテラ
シー向上研修などを通じて社員の不安を解消し、自発的にAIを駆使して価値創出する“AIネイティブ知
財マン”の育成を目指すでしょう。

まとめると、生成AIの進化に伴い京セラ知的財産部門の業務は今後数年で大きく様変わりする可能性があり
ます。しかしその方向性は決してネガティブなものではなく、人間の知的生産性を高めるポジティブな変化で
す 。京セラは「全社員でのデータ活用」を掲げDXを推進していますが 、知財部門もその例にもれず、
アナログな慣行を見直しDXでシナジーを生むべく文化改革を進めています 。その中で生成AIは強力
な推進エンジンとなり、京セラ知財部門の戦略策定力・業務遂行力を飛躍的に高めると期待されています。
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以上、京セラ株式会社の知的財産部門における生成AI活用状況について、各業務領域の具体例から効果、そ
して将来展望まで幅広く考察しました。京セラは今後もこの分野で先進的な取り組みを続け、知財DXのロー
ルモデルとして業界をリードしていくことでしょう。

Promoting Digitalization | Sustainability | KYOCERA
https://global.kyocera.com/sustainability/digital/index.html

複数の事業部と連携する知財部門における活用｜経済情報プラットフォーム スピーダ(Speeda)
https://jp.ub-speeda.com/customers/kyocera/

〖12月最新版〗ChatGPTを導入した日本企業の活用事例84選・24業種を徹底調査！
https://www.goatman.co.jp/media/chatgpt%E5%B0%8E%E5%85%A5%E4%BA%8B%E4%BE%8B/chatgpt-usecases-
japanese-companies/

ユアサポAI | 生成AIで特許出願書類作成の時間を大幅削減 | 請求項・明細書の生成も簡単に
https://yoursup.co.jp/

特許申請支援システムの「株式会社AI Samurai」
https://aisamurai.co.jp/

知財部員の理想の業務を生成AIがサポートする知財業務支援ツールをリリース | トヨタ
テクニカルディベロップメント株式会社のプレスリリース
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000070679.html

japio.or.jp
https://www.japio.or.jp/00yearbook/files/2024book/24_4_04.pdf

ChatGPT o3を用いた侵害予防調査（プロンプト付）｜角渕由英（つのぶちよしひで）
https://note.com/tsunobuchi/n/nc8c8721bc670

法務部門で進むAI契約書レビュー導入：その限界点と実務活用の分岐線とは｜
ロコアシ | AIとプロのいいとこどりオンライン秘書
https://note.com/locoassi/n/n72965c56d143

AI契約書レビューサービス比較9選！機能や費用、注意点は？
https://www.aspicjapan.org/asu/article/4803

ChatGPTを契約書チェック・レビューに活用しよう！プロンプト ...
https://shift-ai.co.jp/blog/8044/

生成AIを活用した特許取得術: 新しいアイデアの具現化とそのプロセス
https://note.com/aideashd/n/nde7ada4c8def

ChatGPT（生成AI）と一緒に発明をしてみる
https://interbrain-ip.com/column/161

Can ChatGPT Draft Patent Applications? | JD Supra
https://www.jdsupra.com/legalnews/can-chatgpt-draft-patent-applications-7924300/

Is ChatGPT a Useful Tool For Drafting Patent Applications?
https://www.bipc.com/is-chatgpt-a-useful-tool-for-drafting-patent-applications

How I Tricked Chat GPT into Writing a Patent - Medium
https://medium.com/@hesh913/how-i-tricked-chat-gpt-into-writing-a-patent-a0029f8a2b48

全社員でのデータ活用が 生成AIでどう変わるのか？ | 京セラみらいエンビジョン
https://www.kcme.jp/news-all/event/20241217-00.html

1 4

1 2 44 45 48 49

3 35

4 5 39 40 47

6 7 43

8 9

10 11 12 18 34 46

13 14 15

16 17 19 20 21

22 23 25 27 28 29 30 31

24

26

32

33

36

37

38

41 42

10

https://global.kyocera.com/sustainability/digital/index.html#:~:text=Improving%20the%20In,Utilization%20of%20Generative%20AI
https://www.goatman.co.jp/media/chatgpt%E5%B0%8E%E5%85%A5%E4%BA%8B%E4%BE%8B/chatgpt-usecases-japanese-companies/#:~:text=%E6%97%A5%E7%AB%8B%E8%A3%BD%E4%BD%9C%E6%89%80
https://global.kyocera.com/sustainability/digital/index.html#:~:text=Improving%20the%20In,Utilization%20of%20Generative%20AI
https://global.kyocera.com/sustainability/digital/index.html#:~:text=Kyocera%20established%20a%20closed%20in,sales%20and%20manufacturing%20division%20operations
https://global.kyocera.com/sustainability/digital/index.html#:~:text=Human%20Resource%20Development%20by%20Position,and%20Function
https://global.kyocera.com/sustainability/digital/index.html#:~:text=We%20also%20hold%20training%20on,of%20digitalization%20in%20the%20workplace
https://global.kyocera.com/sustainability/digital/index.html#:~:text=Relationship%20Between%20DX%20and%20Analog,AX
https://global.kyocera.com/sustainability/digital/index.html#:~:text=As%20we%20move%20forward%20with,corporate%20culture%20and%20employee%20knowledge
https://global.kyocera.com/sustainability/digital/index.html
https://jp.ub-speeda.com/customers/kyocera/#:~:text=%E3%82%8B%E3%80%8C%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%90%E7%B5%8C%E5%96%B6%E3%80%8D%E3%81%A7%E3%80%81%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%81%8B%E3%82%89%E9%83%A8%E5%93%81%E3%80%81%E3%83%87%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%B9%E3%80%81%E6%A9%9F%E5%99%A8%E3%80%81%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9%E3%82%84%E3%83%8D%E3%83%83%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%82%AF%E3%81%A8%E5%A4%9A%E5%B2%90%E3%81%AB%E3%82%8F%E3%81%9F%E3%82%8B%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%82%92%E3%82%B0%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%AB%E3%81%AB%E5%B1%95%E9%96%8B%E3%81%99%E3%82%8B%E4%BA%AC%E3%82%BB%E3%83%A9%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE%EF%BC%88%E4%BB%A5%E4%B8%8B%EF%BC%9A%E4%BA%AC%E3%82%BB%E3%83%A9%EF%BC%89%E3%80%82%E4%BA%AC%E3%82%BB%E3%83%A9%E3%81%A7%E3%81%AF20%2015%E5%B9%B4%E3%81%AB%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E7%99%BA%E5%B1%95%E3%81%AB%E8%B2%A2%E7%8C%AE%E3%81%99%E3%82%8B%E6%88%A6%E7%95%A5%E7%9A%84%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E6%B4%BB%E5%8B%95%E3%82%92%E5%AE%9F%E8%B7%B5%E3%81%99%E3%81%B9%E3%81%8F%E3%80%81IP%E6%88%A6%E7%95%A5%E6%8E%A8%E9%80%B2%E9%83%A8%E3%81%8C%E7%AB%8B%E3%81%A1%E4%B8%8A%E3%81%8C%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82%E4%BB%8A%E5%9B%9E%E3%81%AFIP%E6%88%A6%E7%95%A5%E6%8E%A8%E9%80%B2%E9%83%A8%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E5%88%86%E6%9E%90%E8%AA%B2%E8%B2%AC%E4%BB%BB%E8%80%85%2F%E7%9F%A5%E7%9A%84%E8%B2%A1%E7%94%A3%E3%82%A2%E3%83%8A%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E3%81%AE%E5%AF%8C%E5%B1%B1%E6%A7%98%E3%81%AB%E3%80%81%E7%9F%A5%E8%B2%A1%20%E6%88%A6%E7%95%A5%E3%81%A8%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E6%88%A6%E7%95%A5%E3%81%AE%E9%96%A2%E4%BF%82%E3%82%84%E3%82%B9%E3%83%94%E3%83%BC%E3%83%80%E3%81%AE%E6%9E%9C%E3%81%9F%E3%81%99%E5%BD%B9%E5%89%B2%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%82%92%E4%BC%BA%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://jp.ub-speeda.com/customers/kyocera/#:~:text=%E4%BA%AC%E3%82%BB%E3%83%A9%E3%81%AE%E7%9F%A5%E7%9A%84%E8%B2%A1%E7%94%A3%E3%81%AB%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%81%99%E3%82%8B%E6%A5%AD%E5%8B%99%E3%81%AF%E5%A4%A7%E3%81%8D%E3%81%8F%E5%88%86%E3%81%91%E3%81%A6%E3%80%81%E7%9F%A5%E7%9A%84%E8%B2%A1%E7%94%A3%E9%83%A8%E3%80%81%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9%E9%83%A8%E3%80%81IP%E6%88%A6%E7%95%A5%E6%8E%A8%E9%80%B2%E9%83%A8%E3%81%AE3%E9%83%A8%E9%96%80%E3%81%AB%E5%88%86%E3%81%8B%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%8A%E3%82%8A%E3%80%81%E7%A7%81%E3%81%AFIP%E6%88%A6%E7%95%A5%E6%8E%A8%E9%80%B2%E9%83%A8%E3%81%AB%E6%89%80%E5%B1%9E%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82%E7%9F%A5%E7%9A%84%E8%B2%A1%E7%94%A3%E9%83%A8%E3%81%AF%E3%80%81%20%E9%96%8B%E7%99%BA%E3%81%AE%E6%9C%80%E5%89%8D%E7%B7%9A%E3%81%A7%E7%94%9F%E3%81%BE%E3%82%8C%E3%81%9F%E7%99%BA%E6%98%8E%E3%81%AE%E6%A8%A9%E5%88%A9%E5%8C%96%E3%82%84%E3%80%81%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%81%AE%E9%9A%9C%E5%AE%B3%E3%81%A8%E3%81%AA%E3%82%8B%E7%89%B9%E8%A8%B1%E3%81%AE%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%82%92%E8%A1%8C%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9%E9%83%A8%E3%81%AF%E3%80%81%E7%9F%A5%E7%9A%84%E8%B2%A1%E7%94%A3%E3%81%AE%E6%A8%A9%E5%88%A9%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%82%92%E3%82%81%E3%81%90%E3%82%8B%E5%AF%BE%E5%A4%96%E7%9A%84%E3%81%AA%E4%BA%A4%E6%B8%89%E3%82%84%E8%A8%B4%E8%A8%9F%E3%81%AE%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%82%92%E8%A1%8C%E3%81%A3%20%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82%E3%81%93%E3%82%8C%E3%82%892%E3%81%A4%E3%81%AE%E9%83%A8%E9%96%80%E3%81%AF%E4%BB%A5%E5%89%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E5%AD%98%E5%9C%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%8C%E3%80%81IP%E6%88%A6%E7%95%A5%E6%8E%A8%E9%80%B2%E9%83%A8%E3%81%AF2015%E5%B9%B4%E3%81%AB%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%9F%E6%96%B0%E3%81%97%E3%81%84%E9%83%A8%E9%96%80%E3%81%A7%E3%80%81%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E6%88%A6%E7%95%A5%E3%82%92%E7%AB%8B%E6%A1%88%E3%81%97%E3%81%A6%E6%8E%A8%E9%80%B2%E3%81%99%E3%82%8B%E5%BD%B9%E5%89%B2%E3%82%92%E6%8B%85%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82IP%E6%88%A6%E7%95%A5%E6%8E%A8%20%E9%80%B2%E9%83%A8%E3%81%AE%E7%99%BA%E8%B6%B3%E6%99%82%E3%81%AF%E3%80%81%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E9%83%A8%E9%96%80%E3%81%8C%E8%87%AA%E3%82%89%E6%B1%BA%E5%AE%9A%E3%81%97%E3%81%9F%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E6%88%A6%E7%95%A5%E3%81%AB%E5%9F%BA%E3%81%A5%E3%81%84%E3%81%A6%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%82%92%E8%A1%8C%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%8A%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%8C%E3%80%81%E3%81%9D%E3%81%AE%E4%B8%AD%E3%81%AB%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%81%AB%E5%BD%B9%E7%AB%8B%E3%81%A6%E3%82%8B%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E6%88%A6%E7%95%A5%E3%82%92%E6%84%8F%E5%9B%B3%E7%9A%84%E3%81%AB%E7%B5%84%E3%81%BF%E8%BE%BC%E3%82%93%E3%81%A0%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%81%AF%E3%81%BB%E3%81%A8%E3%82%93
https://jp.ub-speeda.com/customers/kyocera/
https://www.goatman.co.jp/media/chatgpt%E5%B0%8E%E5%85%A5%E4%BA%8B%E4%BE%8B/chatgpt-usecases-japanese-companies/#:~:text=%E6%97%A5%E7%AB%8B%E8%A3%BD%E4%BD%9C%E6%89%80
https://www.goatman.co.jp/media/chatgpt%E5%B0%8E%E5%85%A5%E4%BA%8B%E4%BE%8B/chatgpt-usecases-japanese-companies/#:~:text=%E3%83%91%E3%83%8A%E3%82%BD%E3%83%8B%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%B9
https://www.goatman.co.jp/media/chatgpt%E5%B0%8E%E5%85%A5%E4%BA%8B%E4%BE%8B/chatgpt-usecases-japanese-companies/#:~:text=%E3%83%91%E3%83%8A%E3%82%BD%E3%83%8B%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0%E3%82%B9
https://www.goatman.co.jp/media/chatgpt%E5%B0%8E%E5%85%A5%E4%BA%8B%E4%BE%8B/chatgpt-usecases-japanese-companies/#:~:text=%E4%B8%89%E8%8F%B1%E9%9B%BB%E6%A9%9F%E3%82%B0%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%97
https://www.goatman.co.jp/media/chatgpt%E5%B0%8E%E5%85%A5%E4%BA%8B%E4%BE%8B/chatgpt-usecases-japanese-companies/#:~:text=%E3%83%91%E3%83%8A%E3%82%BD%E3%83%8B%E3%83%83%E3%82%AF%E3%81%AF%E3%80%81ChatGPT%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%9FAI%E3%82%A2%E3%82%B7%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%88%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82%B9%E3%80%8CPX
https://www.goatman.co.jp/media/chatgpt%E5%B0%8E%E5%85%A5%E4%BA%8B%E4%BE%8B/chatgpt-usecases-japanese-companies/
https://www.goatman.co.jp/media/chatgpt%E5%B0%8E%E5%85%A5%E4%BA%8B%E4%BE%8B/chatgpt-usecases-japanese-companies/
https://yoursup.co.jp/#:~:text=%E3%82%88%E3%81%86%E3%81%AA%E6%96%87%E7%AB%A0%E7%94%9F%E6%88%90
https://yoursup.co.jp/#:~:text=Image%3A%20%E3%83%A6%E3%82%A2%E3%82%B5%E3%83%9DAI%E3%81%AE%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%81%AE%E7%94%BB%E5%83%8F
https://yoursup.co.jp/#:~:text=%E5%93%81%E8%B3%AA%E3%81%AE%E3%81%B0%E3%82%89%E3%81%A4%E3%81%8D
https://yoursup.co.jp/
https://aisamurai.co.jp/#:~:text=%E7%94%9F%E6%88%90AI%20%E3%82%84%20IP%20Landscape%20%E7%AD%89,%E3%81%A7%E3%82%82%20%E7%B0%A1%E5%8D%98%20%E3%81%AB%20%E7%89%B9%E8%A8%B1%E8%B3%87%E6%96%99%E4%BD%9C%E6%88%90%20%E3%81%8C%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%82%8B
https://aisamurai.co.jp/#:~:text=match%20at%20L119%20%E7%94%9F%E6%88%90AI%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97%E3%80%81%E9%A1%9E%E4%BC%BC%E6%96%87%E7%8C%AE%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%81%AE%20%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%80%81%E6%98%8E%E7%B4%B0%E6%9B%B8%E3%83%89%E3%83%A9%E3%83%95%E3%83%88%E3%82%92%E7%B4%843%E5%88%86%E3%81%A7%E8%87%AA%E5%8B%95%E7%94%9F%E6%88%90,%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%8C%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99%EF%BC%81
https://aisamurai.co.jp/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000070679.html#:~:text=%E3%83%88%E3%83%A8%E3%82%BF%E3%83%86%E3%82%AF%E3%83%8B%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%99%E3%83%AD%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83%88%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE%EF%BC%88%E6%9C%AC%E7%A4%BE%EF%BC%9A%E6%84%9B%E7%9F%A5%E7%9C%8C%E8%B1%8A%E7%94%B0%E5%B8%82%E3%80%81%E4%BB%A3%E8%A1%A8%E5%8F%96%E7%B7%A0%E5%BD%B9%E7%A4%BE%E9%95%B7%E5%9F%B7%E8%A1%8C%E5%BD%B9%E5%93%A1%EF%BC%9A%E9%A6%99%E5%B7%9D%20%E4%BD%B3%E4%B9%8B%EF%BC%8F%E4%BB%A5%E4%B8%8B%E3%80%81%E5%BD%93%E7%A4%BE%EF%BC%89%E3%81%AF%E3%80%81%E9%95%B7%E5%B9%B4%E5%9F%B9%E3%81%A3%E3%81%9F%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E6%A5%AD%E5%8B%99%E5%85%A8%E9%A0%98%E5%9F%9F%E3%81%AE%E7%B5%8C%E9%A8%93%E3%82%92%E6%B4%BB%E3%81%8B%E3%81%97%E3%80%81%E7%9F%A5%E8%B2%A1%20%E9%83%A8%E5%93%A1%E3%81%A8%E9%96%8B%E7%99%BA%E9%83%A8%E5%93%A1%E3%81%AE%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%82%8F%E3%82%8B%E6%A5%AD%E5%8B%99%E3%81%AE%E5%8A%B9%E7%8E%87%E5%8C%96%E3%83%BB%E9%AB%98%E5%93%81%E8%B3%AA%E5%8C%96%E3%81%AB%E8%B2%A2%E7%8C%AE%E3%81%99%E3%81%B9%E3%81%8F%E3%80%81%E7%94%9F%E6%88%90AI%E3%82%92%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E6%A5%AD%E5%8B%99%E3%81%AB%E6%9C%80%E9%81%A9%E5%8C%96%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%AE%E3%81%A7%E3%81%8A%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%81%9B%E3%81%84%E3%81%9F%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000070679.html#:~:text=%E3%83%BB%E7%99%BA%E6%98%8E%E6%8F%90%E6%A1%88%E6%9B%B8%E4%BD%9C%E6%88%90%E6%94%AF%E6%8F%B4%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%80%81%E9%96%8B%E7%99%BA%E9%83%A8%E5%93%A1%E3%81%8C%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%83%87%E3%82%A2%E6%A6%82%E8%A6%81%E3%82%92%E5%85%A5%E5%8A%9B%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%A0%E3%81%91%E3%81%A7%E3%80%81%E6%B1%BA%E3%81%BE%E3%81%A3%E3%81%9F%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%88%E3%81%AE%E7%99%BA%E6%98%8E%E6%8F%90%E6%A1%88%E6%9B%B8%E3%82%92%E4%BD%9C%E6%88%90%E3%80%81%E6%A4%9C%E7%B4%A2%E5%BC%8F%E6%A1%88%E3%81%AE%E6%8F%90%E7%A4%BA%E3%80%81%E5%BE%93%E6%9D%A5%E7%89%B9%E8%A8%B1%E6%96%87%E7%8C%AE%E6%8A%BD%E5%87%BA%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8A%E9%96%8B%E7%99%BA%E9%83%A8%E5%93%A1%20%E3%81%AE%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E5%B7%A5%E6%95%B0%E3%82%92%E5%89%8A%E6%B8%9B%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000070679.html#:~:text=swimyLandScape%E3%81%AF%E3%80%81%E5%BE%93%E6%9D%A5%E3%81%AEswimy%E3%81%AE%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%81%A7%E3%81%82%E3%82%8B%E3%80%81%E6%8A%80%E8%A1%93%E5%8B%95%E5%90%91%E3%82%84%E7%89%B9%E8%A8%B1%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%81%A8%E3%81%84%E3%81%A3%E3%81%9F%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%82%92%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%A6%E3%83%89%E4%B8%8A%E3%81%A7%E4%BF%9D%E7%AE%A1%E3%81%8C%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%81%A8%E3%82%82%E3%81%AB%E3%80%81%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%81%AE%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%83%95%E5%8C%96%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%82%A2%20%E3%83%AB%E5%8C%96%E3%81%8A%E3%82%88%E3%81%B3%E5%85%B1%E6%9C%89%E3%83%BB%E9%96%B2%E8%A6%A7%E3%83%84%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%81%AB%E5%8A%A0%E3%81%88%E3%80%81%E6%96%B0%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E7%94%9F%E6%88%90AI%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97%E3%80%81%E8%87%AA%E5%8B%95%E5%88%86%E9%A1%9E%E4%BB%98%E4%B8%8E%E3%82%84%E8%A6%81%E7%B4%84%E3%83%BB%E7%BF%BB%E8%A8%B3%E3%80%81%E5%8B%95%E5%90%91%E8%A7%A3%E6%9E%90%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%82%92%E8%A1%8C%E3%81%86%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%8C%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82%E5%8A%A0%E3%81%88%E3%81%A6%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB%E5%8C%96%E3%81%AE%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E7%AF%84%E5%9B%B2%E3%82%82%E5%BA%83%E3%81%8C%E3%81%A3
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000070679.html#:~:text=%E3%80%96swimyLandScape%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6%E3%80%97
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000070679.html#:~:text=%E3%80%96swimy%20innovation%E3%81%AE%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%81%8A%E3%82%88%E3%81%B3%E7%89%B9%E5%BE%B4%E3%80%97
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000070679.html#:~:text=%E3%81%93%E3%82%8C%E3%81%BE%E3%81%A7%E7%99%BA%E6%98%8E%E3%81%AE%E5%89%B5%E5%87%BA%EF%BD%9E%E6%A8%A9%E5%88%A9%E5%8C%96%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%AE%E5%90%84%E5%B7%A5%E7%A8%8B%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E3%81%AB%E6%99%82%E9%96%93%E3%81%8C%E3%81%8B%E3%81%8B%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%8C%E3%80%81%E7%94%9F%E6%88%90AI%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%9F%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E6%A5%AD%E5%8B%99%E6%94%AF%E6%8F%B4%E3%83%84%E3%83%BC%E3%83%ABswimy%20innovation%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8A%E3%80%81%E9%96%8B%E7%99%BA%E9%83%A8%20%E5%93%A1%E3%82%84%E7%9F%A5%E8%B2%A1%E9%83%A8%E5%93%A1%E3%81%AE%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E3%82%92%E5%8A%B9%E7%8E%87%E5%8C%96%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%80%81%E3%82%88%E3%82%8A%E9%AB%98%E5%93%81%E8%B3%AA%E5%8C%96%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB%E6%99%82%E9%96%93%E3%82%92%E4%BD%BF%E3%81%86%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%8C%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82%E3%81%BE%E3%81%9F%E9%AB%98%E5%93%81%E8%B3%AA%E5%8C%96%E3%81%AE%E6%89%8B%E5%8A%A9%E3%81%91%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%8F%8E%E9%9B%86%E3%82%84%E6%95%B4%E7%90%86%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%82%92%E3%82%B5%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%8C%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000009.000070679.html
https://www.japio.or.jp/00yearbook/files/2024book/24_4_04.pdf#:~:text=%E8%BF%91%E5%B9%B4%E3%80%81%E4%BA%BA%E5%B7%A5%E7%9F%A5%E8%83%BD%EF%BC%88AI%EF%BC%89%E3%81%AE%E6%8A%80%E8%A1%93%E9%80%B2%E6%AD%A9%E3%81%AB%E4%BC%B4%E3%81%84%E3%80%81%E3%81%95%E3%81%BE%E3%81%96%E3%81%BE%E3%81%AA%20%E5%88%86%E9%87%8E%E3%81%A7%E3%81%AE%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%8C%E5%8A%A0%E9%80%9F%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E3%80%82%E7%89%B9%E8%A8%B1%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%84%E3%81%A6%E3%82%82%E4%BE%8B%E5%A4%96%20%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%81%AA%E3%81%8F%E3%80%81%E7%89%B9%E3%81%AB%20ChatGPT1%EF%BC%89%E3%81%AB%E4%BB%A3%E8%A1%A8%E3%81%95%E3%82%8C%E3%82%8B%E7%94%9F%E6%88%90%E7%B3%BB%20AI,%E5%8F%AF%E8%83%BD%E6%80%A7%E3%81%8C%E7%A4%BA%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E3%80%82%E6%9C%AC%E8%AB%96%E6%96%87%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%80%81AI%20%E3%82%92%E7%94%A8%E3%81%84%E3%81%9F%E5%8A%B9%E7%8E%87%20%E7%9A%84%E3%81%AA%E7%89%B9%E8%A8%B1%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E6%96%B9%E6%B3%95%E3%81%AB%E7%84%A6%E7%82%B9%E3%82%92%E5%BD%93%E3%81%A6%E3%80%81%E7%94%9F%E6%88%90%E7%B3%BB%20AI%20%E3%81%AE%E7%89%B9%E8%A8%B1%E6%83%85%E5%A0%B1
https://www.japio.or.jp/00yearbook/files/2024book/24_4_04.pdf#:~:text=%5BPDF%5D%20AI%E3%82%92%E7%94%A8%E3%81%84%E3%81%9F%E5%8A%B9%E7%8E%87%E7%9A%84%E3%81%AA%E7%89%B9%E8%A8%B1%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E6%96%B9%E6%B3%95%20,ChatGPT%E3%82%92%E4%BD%BF%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E7%89%B9%E8%A8%B1%E6%96%87%E6%9B%B8%E3%81%8B%E3%82%89%E7%94%9F%E6%88%90%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%8C%E8%A6%81%E6%97%A8%E3%80%8D%E3%81%A8%E3%80%8C%E3%82%AD%E3%83%BC%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%89%E3%80%8D%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97
https://www.japio.or.jp/00yearbook/files/2024book/24_4_04.pdf#:~:text=%E5%88%86%E9%87%8E%E3%81%A7%E3%81%AE%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%8C%E5%8A%A0%E9%80%9F%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E3%80%82%E7%89%B9%E8%A8%B1%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%84%E3%81%A6%E3%82%82%E4%BE%8B%E5%A4%96%20%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%81%AA%E3%81%8F%E3%80%81%E7%89%B9%E3%81%AB%20ChatGPT1%EF%BC%89%E3%81%AB%E4%BB%A3%E8%A1%A8%E3%81%95%E3%82%8C%E3%82%8B%E7%94%9F%E6%88%90%E7%B3%BB%20AI%20%E3%81%AE,%E3%82%92%E7%94%A8%E3%81%84%E3%81%9F%E5%8A%B9%E7%8E%87%20%E7%9A%84%E3%81%AA%E7%89%B9%E8%A8%B1%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E6%96%B9%E6%B3%95%E3%81%AB%E7%84%A6%E7%82%B9%E3%82%92%E5%BD%93%E3%81%A6%E3%80%81%E7%94%9F%E6%88%90%E7%B3%BB%20AI%20%E3%81%AE%E7%89%B9%E8%A8%B1%E6%83%85%E5%A0%B1%20%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%91%E3%82%8B%E6%96%B0%E3%81%9F%E3%81%AA%E3%82%A2%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%81%E3%82%92%E6%8F%90%E6%A1%88%E3%81%97%E3%80%81%E3%81%9D%E3%81%AE%E5%88%A9%E7%82%B9%E3%81%A8%E8%AA%B2
https://www.japio.or.jp/00yearbook/files/2024book/24_4_04.pdf
https://note.com/tsunobuchi/n/nc8c8721bc670#:~:text=match%20at%20L227%20%E6%97%A5%E6%9C%AC%E7%89%B9%E8%A8%B1%E3%82%92%E4%B8%AD%E5%BF%83%E3%81%AB%205,%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%83%E3%83%97%E3%81%A7%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E8%A8%AD%E8%A8%88%E3%82%92%E8%A1%8C%E3%81%84%E3%80%81%E6%8A%9C%E3%81%91%E6%BC%8F%E3%82%8C%E3%81%AE%E3%81%AA%E3%81%84%20%E6%A4%9C%E7%B4%A2%E5%BC%8F%E3%81%A8%E3%83%AC%E3%83%93%E3%83%A5%E3%83%BC%E6%89%8B%E9%A0%86%E3%82%92%E6%8F%90%E6%A1%88%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
https://note.com/tsunobuchi/n/nc8c8721bc670#:~:text=match%20at%20L284%20%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E8%A6%96%E7%82%B9%E3%81%A0%E3%81%A8%E3%80%81%E3%81%93%E3%81%AE%E3%81%BE%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%AF%E4%B8%8D%E8%B6%B3%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E7%82%B9%E3%82%82%E3%81%82%E3%82%8B%E3%82%88%E3%81%86%E3%81%AB%E6%84%9F%E3%81%98%E3%81%BE%E3%81%99%E3%81%8C%E3%80%81%E7%89%B9%E8%A8%B1%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%82%92%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%8C%E3%81%AA%E3%81%84%E4%BA%BA%E3%81%8C%E3%80%81%E3%81%93%E3%81%AE%E3%83%AC%E3%83%99%E3%83%AB%E3%81%A7%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%81%E3%81%8C%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%82%8B%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%AF%E9%9B%A3%E3%81%97%E3%81%84%E3%81%A8%E8%80%83%E3%81%88%E3%82%8B%E3%81%A8%E7%9B%AE%E7%9A%84%E3%82%84%E5%A0%B4%E9%9D%A2%E3%81%AB%20%E3%82%88%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%AF%E3%80%81%E9%9D%9E%E5%B8%B8%E3%81%AB%E6%9C%89%E5%8A%B9%E3%81%A7%E3%81%82%E3%82%8B%E3%81%A8%E6%80%9D%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://note.com/tsunobuchi/n/nc8c8721bc670#:~:text=%EF%BC%92%EF%BC%8E%E7%89%B9%E8%A8%B1%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6%E8%AA%BF%E3%81%B9%E3%81%A6%E3%82%82%E3%82%89%E3%81%86
https://note.com/tsunobuchi/n/nc8c8721bc670#:~:text=
https://note.com/tsunobuchi/n/nc8c8721bc670#:~:text=%E4%BB%8A%E5%9B%9E%E3%81%AF%E4%BE%B5%E5%AE%B3%E4%BA%88%E9%98%B2%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E3%81%A7%E8%A9%A6%E3%81%97%E3%81%A6%E8%A6%8B%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%82%92note%E3%81%AB%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://note.com/tsunobuchi/n/nc8c8721bc670
https://note.com/locoassi/n/n72965c56d143#:~:text=Image
https://note.com/locoassi/n/n72965c56d143#:~:text=%E4%B8%80%E6%96%B9%E3%81%A7%E3%80%81%E3%80%8CAI%E3%81%AE%E6%AD%A3%E7%A2%BA%E6%80%A7%E3%82%84%E8%B2%AC%E4%BB%BB%E3%81%AE%E6%89%80%E5%9C%A8%E3%80%8D%E3%81%AA%E3%81%A9%E6%B3%95%E5%8B%99%E7%89%B9%E6%9C%89%E3%81%AE%E6%87%B8%E5%BF%B5%E3%82%82%E6%8B%AD%E3%81%84%E3%81%8D%E3%82%8C%E3%81%9A%E3%80%81%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%83%83%E3%83%88%E3%81%A8%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%82%92%E3%81%A9%E3%81%86%E4%B8%A1%E7%AB%8B%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%8B%20%E3%81%8C%E6%A4%9C%E8%A8%8E%E3%81%AE%E3%83%9D%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%88%E3%81%A8%E3%81%AA%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://note.com/locoassi/n/n72965c56d143#:~:text=LawFlow%E3%82%84LegalForce%E3%81%AA%E3%81%A9%E4%BB%A3%E8%A1%A8%E7%9A%84%E3%81%AA%E3%83%84%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%81%AE%E6%AF%94%E8%BC%83%E3%83%9D%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%88
https://note.com/locoassi/n/n72965c56d143#:~:text=%E4%B8%80%E6%96%B9%E3%81%A7%E3%80%81%E3%80%8CAI%E3%81%AE%E6%AD%A3%E7%A2%BA%E6%80%A7%E3%82%84%E8%B2%AC%E4%BB%BB%E3%81%AE%E6%89%80%E5%9C%A8%E3%80%8D%E3%81%AA%E3%81%A9%E6%B3%95%E5%8B%99%E7%89%B9%E6%9C%89%E3%81%AE%E6%87%B8%E5%BF%B5%E3%82%82%E6%8B%AD%E3%81%84%E3%81%8D%E3%82%8C%E3%81%9A%E3%80%81%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%83%83%E3%83%88%E3%81%A8%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%82%92%E3%81%A9%E3%81%86%E4%B8%A1%E7%AB%8B%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%8B%20%E3%81%8C%E6%A4%9C%E8%A8%8E%E3%81%AE%E3%83%9D%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%88%E3%81%A8%E3%81%AA%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://note.com/locoassi/n/n72965c56d143#:~:text=%E8%AA%B0%E3%81%8C%E8%B2%A0%E3%81%86%E3%81%AE%E3%81%8B%E3%80%8D%E3%81%A8%E3%81%84%E3%81%A3%E3%81%9F%E4%B8%8D%E5%AE%89%E3%82%82%E6%A0%B9%E5%BC%B7%E3%81%84%E3%81%AE%E3%81%8C%E7%8F%BE%E7%8A%B6%E3%81%A7%E3%81%99%E3%80%82
https://note.com/locoassi/n/n72965c56d143#:~:text=%E5%A4%9A%E3%81%8F%E3%81%AE%E4%BC%81%E6%A5%AD%E3%81%AB%E3%81%8A%E3%81%84%E3%81%A6%E3%80%81%E6%B3%95%E5%8B%99%E9%83%A8%E9%96%80%E3%81%AF%E6%85%A2%E6%80%A7%E7%9A%84%E3%81%AA%E4%BA%BA%E6%89%8B%E4%B8%8D%E8%B6%B3%E3%81%AB%E6%82%A9%E3%81%BE%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82%E3%81%A8%E3%81%8F%E3%81%AB%E4%B8%AD%E5%B0%8F%E3%80%9C%E4%B8%AD%E5%A0%85%E4%BC%81%E6%A5%AD%E3%81%A7%E3%81%AF%E3%80%81%E5%B0%82%E4%BB%BB%E6%8B%85%E5%BD%93%E8%80%85%E3%81%8C1%E4%BA%BA%E3%81%BE%E3%81%9F%E3%81%AF%E5%B0%91%E4%BA%BA%E6%95%B0%E3%81%A7%E3%80%81%E5%A5%91%E7%B4%84%E6%9B%B8%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%83%E3%82%AF%E4%BB%A5%E5%A4%96%E3%81%AB%E3%82%82%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%A2%E3%83%B3%20%E3%82%B9%E3%80%81%E8%A6%8F%E7%A8%8B%E6%95%B4%E5%82%99%E3%80%81%E7%A4%BE%E5%86%85%E7%9B%B8%E8%AB%87%E5%AF%BE%E5%BF%9C%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%80%81%E5%B9%85%E5%BA%83%E3%81%84%E6%A5%AD%E5%8B%99%E3%82%92%E6%8B%85%E3%81%A3%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82%E3%81%9D%E3%81%AE%E7%B5%90%E6%9E%9C%E3%80%81%E6%9C%AC%E6%9D%A5%E3%81%AF%E6%85%8E%E9%87%8D%E3%81%AB%E6%99%82%E9%96%93%E3%82%92%E3%81%8B%E3%81%91%E3%81%A6%E8%A1%8C%E3%81%86%E3%81%B9%E3%81%8D%E5%A5%91%E7%B4%84%E6%9B%B8%E3%81%AE%E3%83%AC%E3%83%93%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%82%E3%80%81%E9%99%90%E3%82%89%E3%82%8C%E3%81%9F%E6%99%82%E9%96%93%E3%81%AE%E4%B8%AD%E3%81%A7%E5%87%A6%E7%90%86%E3%81%9B%E3%81%96%E3%82%8B%E3%82%92%E5%BE%97%E3%81%9A%E3%80%81%E8%A6%8B%E8%90%BD%20%E3%81%A8%E3%81%97%E3%82%84%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%81%AE%E8%A6%8B%E9%80%83%E3%81%97%E3%81%8C%E7%99%BA%E7%94%9F%E3%81%99%E3%82%8B%E5%8F%AF%E8%83%BD%E6%80%A7%E3%81%8C%E3%81%82%E3%82%8A%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82%E3%81%93%E3%81%AE%E3%82%88%E3%81%86%E3%81%AA%E7%8A%B6%E6%B3%81%E3%82%92%E6%94%B9%E5%96%84%E3%81%99%E3%82%8B%E6%89%8B%E6%AE%B5%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%80%81AI%E3%81%AE%E5%B0%8E%E5%85%A5%E3%81%8C%E6%B3%A8%E7%9B%AE%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E3%81%AE%E3%81%A7%E3%81%99%E3%80%82
https://note.com/locoassi/n/n72965c56d143#:~:text=2025%E5%B9%B45%E6%9C%8822%E6%97%A5%2016%3A32
https://note.com/locoassi/n/n72965c56d143#:~:text=Image
https://note.com/locoassi/n/n72965c56d143
https://www.aspicjapan.org/asu/article/4803#:~:text=%E5%A5%91%E7%B4%84%E6%9B%B8%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%92%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81AI%E3%81%8C%E8%87%AA%E5%8B%95%E3%81%A7%E3%83%AC%E3%83%93%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%92%E8%A1%8C%E3%81%84%E3%80%81%E5%A5%91%E7%B4%84%E6%9B%B8%E3%81%AB%E6%BD%9C%E3%82%80%E3%80%8C%E4%B8%8D%E5%88%A9%E3%81%AA%E6%9D%A1%E6%96%87%E3%80%8D%E3%80%8C%E6%AC%A0%E8%90%BD%E6%9D%A1%E9%A0%85%E3%80%8D%E3%80%8C%E6%8A%9C%E3%81%91%E6%BC%8F%E3%82%8C%E3%80%8D%E3%81%AA%E3%81%A9%E3%82%92%E6%8C%87%E6%91%98%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%8F%E3%82%8C%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82%E4%B8%AD%E3%81%AB%E3%81%AF%20
https://www.aspicjapan.org/asu/article/4803
https://shift-ai.co.jp/blog/8044/#:~:text=ChatGPT%E3%82%92%E5%A5%91%E7%B4%84%E6%9B%B8%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%BB%E3%83%AC%E3%83%93%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%81%AB%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97%E3%82%88%E3%81%86%EF%BC%81%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%83%97%E3%83%88%20,%E3%83%81%E3%82%A7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%84%E5%A5%91%E7%B4%84%E6%9B%B8%E3%81%A8%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%83%97%E3%83%88%E3%82%92ChatGPT%E3%81%AB%E9%80%81%E4%BF%A1
https://shift-ai.co.jp/blog/8044/
https://note.com/aideashd/n/nde7ada4c8def#:~:text=%E7%94%9F%E6%88%90AI%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%9F%E7%89%B9%E8%A8%B1%E5%8F%96%E5%BE%97%E8%A1%93%3A%20%E6%96%B0%E3%81%97%E3%81%84%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%83%87%E3%82%A2%E3%81%AE%E5%85%B7%E7%8F%BE%E5%8C%96%E3%81%A8%E3%81%9D%E3%81%AE%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%BB%E3%82%B9%20%E7%94%9F%E6%88%90AI%E3%81%AF%E3%80%81%E5%A4%A7%E9%87%8F%E3%81%AE%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%82%92%E7%9E%AC%E6%99%82%E3%81%AB%E5%88%86%E6%9E%90%E3%81%97%E3%81%A6%E6%96%B0%E3%81%97%E3%81%84%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%83%87%E3%82%A2%E3%82%92%E6%8F%90%E6%A1%88%E3%81%99%E3%82%8B%E8%83%BD%E5%8A%9B%E3%81%AB%E5%84%AA%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82%E3%81%93%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%80%81%E7%99%BA%E6%98%8E%E8%80%85%E3%81%AF%E5%BE%93%E6%9D%A5%E3%81%AE%E6%89%8B%E6%B3%95%E3%81%AB%E6%AF%94%E3%81%B9%E3%80%81%E5%9C%A7%E5%80%92%E7%9A%84%E3%81%AB%E7%9F%AD%E6%99%82%E9%96%93%E3%81%A7%E7%94%BB%E6%9C%9F%E7%9A%84%E3%81%AA%20
https://note.com/aideashd/n/nde7ada4c8def
https://interbrain-ip.com/column/161#:~:text=ChatGPT%EF%BC%88%E7%94%9F%E6%88%90AI%EF%BC%89%E3%81%A8%E4%B8%80%E7%B7%92%E3%81%AB%E7%99%BA%E6%98%8E%E3%82%92%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%BF%E3%82%8B%20%E3%80%8CChatGPT%E3%80%8D%E3%81%AF%E3%80%81%E8%87%AA%E7%84%B6%E3%81%AA%E5%AF%BE%E8%A9%B1%E3%82%92%E9%80%9A%E3%81%98%E3%81%A6%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%82%92%E6%8F%90%E4%BE%9B%E3%81%97%E3%81%9F%E3%82%8A%E3%80%81%E3%82%A2%E3%82%A4%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%A2%E3%82%92%E6%8F%90%E6%A1%88%E3%81%97%E3%81%9F%E3%82%8A%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%82%8B%E3%83%84%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%80%81%E5%A4%9A%E3%81%8F%E3%81%AE%E4%BA%BA%E3%81%AB%E5%88%A9%E7%94%A8%E3%81%95%E3%82%8C%E3%81%A6%E3%81%84%E3%82%8B%E4%BB%A3%E8%A1%A8%E7%9A%84%E3%81%AA%E7%94%9F%E6%88%90AI%E3%81%A7%E3%81%99%E3%80%82%20
https://interbrain-ip.com/column/161
https://www.jdsupra.com/legalnews/can-chatgpt-draft-patent-applications-7924300/#:~:text=Can%20ChatGPT%20Draft%20Patent%20Applications%3F,components%20of%20a%20patent%20application
https://www.jdsupra.com/legalnews/can-chatgpt-draft-patent-applications-7924300/
https://www.bipc.com/is-chatgpt-a-useful-tool-for-drafting-patent-applications#:~:text=ChatGPT%20explained%20that%20in%20drafting,of%20sources%2C%20including%20text
https://www.bipc.com/is-chatgpt-a-useful-tool-for-drafting-patent-applications
https://medium.com/@hesh913/how-i-tricked-chat-gpt-into-writing-a-patent-a0029f8a2b48#:~:text=How%20I%20Tricked%20Chat%20GPT,subsequently%20accepted%20by%20the%20USPTO
https://medium.com/@hesh913/how-i-tricked-chat-gpt-into-writing-a-patent-a0029f8a2b48
https://www.kcme.jp/news-all/event/20241217-00.html#:~:text=%E3%81%94%E5%A5%BD%E8%A9%95%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%8D10%E6%9C%88%E3%81%A8%E5%90%8C%E6%A7%98%E3%81%AE%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%93%E3%83%8A%E3%83%BC%E3%82%92%E9%96%8B%E5%82%AC%EF%BC%81%20OpenAI%E3%81%8C%E4%BC%9A%E8%A9%B1%E5%9E%8B%E3%81%AE%E8%A8%80%E8%AA%9E%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB%E3%80%8CChatGPT%E3%80%8D%E3%82%92%E5%85%AC%E9%96%8B%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%AE%E3%81%AF2022%E5%B9%B411%E6%9C%88%E3%81%AE%E3%81%93%E3%81%A8%E3%81%A7%E3%81%99%E3%80%82%E3%81%9D%E3%82%8C%E4%BB%A5%E6%9D%A5%E3%80%81%E7%94%9F%E6%88%90AI%E3%81%AF%E3%81%95%E3%81%BE%E3%81%96%E3%81%BE%E3%81%AA%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%8D%E3%82%B9%E3%82%B7%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%81%A7%E6%80%A5%E9%80%9F%E3%81%AB%E6%99%AE%E5%8F%8A%E3%81%97%E3%81%A6%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%20%E3%80%82%E4%B8%96%E7%95%8C%E7%B5%8C%E6%B8%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%A0%E3%81%AE%E3%83%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81CEO%E3%81%AE40
https://www.kcme.jp/news-all/event/20241217-00.html#:~:text=%E3%80%82%E4%B8%96%E7%95%8C%E7%B5%8C%E6%B8%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%A9%E3%83%A0%E3%81%AE%E3%83%AC%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E3%81%A8%E3%80%81CEO%E3%81%AE40
https://www.kcme.jp/news-all/event/20241217-00.html

	京セラ知的財産部門における生成AI活用の現状と展望
	1. 生成AI導入の背景とDX推進体制
	2. 各業務領域での生成AI活用事例
	特許出願・権利化業務での活用
	先行技術調査（特許・文献調査）での活用
	特許クリアランス（侵害予防調査）での活用
	SDI（選択型情報提供）での活用
	契約書レビュー業務での活用
	発明発掘（社内発明の創出支援）での活用
	IPランドスケープ分析での活用
	知財戦略策定・実行での活用

	3. グローバル展開における活用状況
	4. 他社との比較・業界全体の位置付け
	5. 生成AI活用による効果と成果
	6. 今後の展開と社内への影響
	技術発展と導入拡大の見通し
	業務プロセス・スキル要件・人材育成への影響



